
第５回 風景デザインアワード応募様式 

 

対象名：わいた温泉郷と地獄蒸し        所在地：熊本県阿蘇郡小国町 
 

対象関係者：●●温泉組合       住所：●●       連絡先：●●（電話番号） 
 

推薦者：風景太郎 

連絡先(代表)：●●（電話番号）、●●@●●（メールアドレス） 

 
◆ 対象風景の概要（200 字程度から） 
 
九重連山の端、山並みが美しい涌蓋山の麓に位置するわいた温泉郷は、岳の湯、はげの湯、山川温泉、鈴ヶ谷温泉、地

獄谷温泉、麻生釣温泉によって構成されている。周辺は、黒川温泉、杖立温泉、九重九湯などがある九州有数の温泉地

帯でもある。阿蘇外輪山の北部に位置するこの地域では、温泉は身近なもので、生活の中に温泉が入り込んでいる。家

のお風呂がある家庭は少数で、かつてはそもそも家風呂がないことが普通であった。特にわいた温泉の付近では、高温

の蒸気が噴出しており、この蒸気を料理に用いたり、冬の暖房、洗濯の乾燥に用いたりし、日常利用をしている。（263

文字） 

 

◆ 推薦したい風景のどのような点が規範となりそうかについて記載してください（100 字程度から） 

集落のそこかしこから湧き上がる蒸気と沸騰する大地は、一歩間違えば地獄（温泉）に落ちる瀬戸際であることを示し
ている。このような危うさを抱えつつも、大地の恵みを享受し豊かな生活が成立している風景は規範となりうると考え
た。（108 文字） 

 

◆ 推薦したい風景の独自性ついて記載してください（100 字程度から） 

温泉の多い九州においても、大地から蒸気が噴き出す湯煙の風景は私たちのイメージほど多くはない。その中でも特に
わいた温泉郷では、料理や暖房、木材の乾燥など、暮らしの必然から温泉が利用されており、その日常を映し出す風景
はこの場所ならではのものだと考えた。（124 文字） 

 

◆その他、あなたが特に推薦したいと考えたポイントがあれば記載してください（100 字程度から） 

そこかしこの地面から立ち昇る蒸気に住宅や生活景がかすんでいる様は、地球のダイナミズムと共に生きていかざるを
えないという実感をさせてくれる、いわばはじまりの風景として風景デザインアワードにふさわしいと考え推薦する。
（106 文字） 

 

◆ 写真（必須）、図面等 
推薦したい風景の特徴を示した主となる写真を１枚、それを補足する写真や図などを３枚、合計４枚までお示しくだ

さい。なお、それぞれが何を説明したい写真や図なのかわかるよう、タイトルをつけてください。受賞が決定した場

合、追加で高画質のデータをお送りいただきます。 
 

 

 
 

◆ 写真（必須）、図面等 
 

 
 
 
 

 

集落のそこかしこから 

蒸気が立ち昇る風景 

一歩道から外れれば地獄（温泉）に落ちる 

家庭用の蒸し場 

生活の中で温泉の熱を利用しているため 

プロパンガスも小さい 


